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今回のセンター試験『倫理、政治・経済』第６問、問７（解答番号 39）では、人件費が上昇

したときの需給曲線の動きが問われた。設問文から人件費が上昇したときという場合を判断し、

コストの上昇によって供給曲線が需要曲線に沿って左上に移動することの理解が求められた。解

答に際しては，政治・経済の学習上、頻出かつ重要事項である需給曲線の盤石な理解がポイント。

第１回ベネッセ・駿台マーク模試の第７問、問９（解答番号 63）で、ローレンツ曲線を扱い、

先進国と発展途上国の格差問題を取り上げた。是正に向け、均等分布線に曲線を近づけるために

は直接投資の有効性を想起できるかがポイントであった。 

いずれの設問も授業や教科書で学んだ理論や知識を，実生活や社会のできごとにつなげて考え

たり、条件に沿って考察することが求められている。なお、本問（模試）の正答率は 54.3%で、

偏差値 60～65 では 78.6%、偏差値 55～60 では 73.3%、偏差値 50～55 では 64.2％、偏差値 45

～50 では 47.8、偏差値 45 未満では 34.9％であった。基本事項の確実な定着と、習得内容を

活用し社会のできごとをより深く捉えて考える力を育みたい。 
 

 


